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モ　デ　ル　名 AKGI5ZR34
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図－１　ブームシリンダー自然降下計測姿勢
【下図参照】

図－３　ブーム旋回作動速度計測
【下図参照】

ｱｳﾄﾘｶﾞｼﾘﾝﾀﾞｰ ブームを収納状態にし、アウトリ
ガーを張り出し、10分間の自然伸
縮量を計測する。

自然降下
図－2　アウトリガーシリンダー自然降下計測姿勢

【下図参照】

測　定　方　法 計　測　姿　勢
ブームシリンダー アウトリガを最大に張出し、ブー

ムを水平に伸ばした状態で保持す
る。各ブームシリンダーにダイヤ
ルゲージを取付け、10分間の自然
降下量を計測する。ブーム先端は
ホースのみとし過重は加えない。

ブーム旋回 アウトリガを最大に貼り出し、
ブームを水平状態にし旋回時間を
計測する。

自然降下 作動速度

項　　目 測　定　方　法 計　測　姿　勢 項　　目

図－４ ブーム作動速度計測姿勢

1st boom  92°

2nd boom 180°

3rd boom  245°

4th boom  180°

5th boom  230°
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